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概要：本研究では，GUIメニューコマンドをホームポジションでの親指スライド操作によって選択する手
法を提案する．テキスト入力のようなアプリケーションでは，GUIメニューコマンド選択をマウスで行う
場合，キーボードとの「持ち替える動作」が発生してしまう．一方，その操作をショートカットキーによっ
て行う場合は，ユーザがショートカットキーを覚える必要がある．GUIメニューコマンドを 1次元の列と
みなし，親指スライド操作によって選択させることで，ショートカットキーを覚えることなく，ホームポ
ジションでのコマンドの選択をすることを可能とする．
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A Menu Command Input Technique by the Thumb Slide Operation
at home position
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Abstract: In this research, we propose a method to select GUI menu command by thumb slide operation
at home position. In applications such as text input, when selecting a GUI menu command with a mouse,
“switching operation” with the keyboard occurs. On the other hand, when the operation is performed by
the shortcut key, it is necessary for the user to memorize the shortcut key. It is possible to select a command
at the home position without remembering the shortcut key by considering the GUI menu command as a
one-dimensional row and selecting by thumb slide operation.
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1. はじめに

多くのアプリケーションでは，GUIメニューベースの
コマンド入力が用いられる．コマンドを入力するには，マ
ウス操作によるプルダウンメニュー (図 1)からの選択や，
キーボードによるショートカットキー入力を利用する方法
などがある．一般的には，マウスなどによるメニュー選択
が，その利用が容易であることから広く使われているが，
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キーボードの利用が多くなるテキスト入力が主であるアプ
リケーションでは，マウスとキーボードを持ち替える動作
が必要となる．
一方，ショートカットキー入力によるコマンド選択は，

1回のタイプでコマンドが実現できるという点で，マウス
による入力方法よりも速いインタラクションを行うことが
可能である．しかし，コマンドが多ければ，多くのショー
トカットキーを覚えることが難しい [4]ため，利用が困難
であるという問題がある．
本研究では，これらの問題を解決するために，ホームポ
ジションでの親指スライドによって，メニュー上のコマン
ドを選択する手法を提案する．

図 1 一般的に使用されるプルダウンメニューの例．図では「ファイ
ル」メニューが開き，「新規タブ」が選択状態になっている．

2. 関連研究

2.1 センサを用いたキーボード入力の拡張
センサを用いてキーボードの入力を拡張する手法が幾つ
か提案されている．Paulら [1]はキーボードの各キーの下
に圧力センサを埋め込み，ユーザがキーを押した強さに
よって, 1つのキーで異なった入力を行うことを可能とし
ている． FlickBoard[2]ではキーボード上にタッチセンサ
を組み込んだシリコンカバーを搭載し，キーボード表面上
でのユーザのジェスチャ操作認識を行なっている．Taylor

ら [3]はキーボードの各キーの隙間にフォトリフレクタを
埋め込み，キーボード上での空中ジェスチャの認識を行
なっている．
本研究では SoftPot触覚位置センサ *1を用い，ホームポ
ジションでの親指スライドによる連続値の入力を採用する
*1 http://www.spectrasymbol.com/potentiometer/softpot

ことで，キーボード入力を拡張する．

2.2 持ち替える必要のない入力デバイス
キーボードとポインティングデバイス間の持ち替える動
作を必要としないデバイスに関する手法が提案されてい
る．西村ら [6]は，タッチパネルに表示されたキーボード
上で，タッチによるポインティング操作を行うことができ
るよう拡張することで，持ち替える動作を必要としないデ
バイスを提案している．
本研究では，新たにセンサを取り付けることで，マウス
との持ち替える動作が必要となる問題を解決する．

3. 親指スライド操作によるコマンド入力手法

本手法は，ホームポジションでなぞるように親指をスラ
イドさせることによって，連続的な 1次元入力から，プル
ダウンメニュー内のコマンド入力を行う手法である (図 2)．
この操作により，テキスト入力時など，ホームポジション
に手を置いた状態で，マウスとの持ち替える動作を必要と
しないインタラクションを行うことが可能になる．
本手法によるコマンド入力は 3ステップの操作から成る．

( 1 ) 特定のキー (以後このキーを「HOLDKEY」とする)を
押すと最左メニューのコマンドが全て表示される．

( 2 ) HOLDKEYを押したままホームポジションで親指ス
ライドを行うことによって，選択する項目を順に移動
することができる．具体的には，右へのスライドで項
目を下に移動，左へのスライドで項目を上に移動させ
ることができる．また，特定のメニュー上の最下部か
らさらに次の項目に進むと右隣のメニューが開き，そ
の最上部の項目へと移動する (図 3). 同様に, 最左メ
ニューの最上部コマンドが選択されている状態で左に
スライドすると，カーソルは最右メニューの最下部コ
マンドに移動し，また逆に最右下コマンドから右スラ
イドで最左上メニューに移動することもできる．スラ
イドによる選択カーソルの移動は相対的であり，親指
を動かせる領域の長さ分のスライドで補えない移動
は，HOLDKEYを離さずに何度もスライドさせるこ
とで実現できる．

( 3 ) HOLDKEYから指を離すと，選択状態のコマンドが
決定される．
このように，ショートカットキーを覚えていない場合で
もマウスとの持ち替える動作を必要とせず，キーボードの
ホームポジションでのコマンドの入力が可能となる．
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(1)  HOLDKEYを押してメニューを開く	
(2)  親指をスライドさせて選択カーソルを移動させる	
(3)  HOLDKEYを離してコマンドを決定する	

図 2 本手法による操作のイメージ図

図 3 例：「編集」メニューの最下項目が選択されている状態で，さ
らに右に親指をスライドさせると，「編集」の右の「表示」メ
ニューが開き，その最上の項目に移動する．

4. 実装

ホームポジションでの親指スライドによるコマンド選択
を行うシステムを作成した．使用したノート PCは ASUS

N500IVである. 本手法を実現するために，図 4のように
Spectra Symbolの SoftPot触覚位置センサ (50mm)を取
り付けた．取り付ける位置はスペースキーとタッチパッド
の間とした．SoftPot触覚位置センサはセンサ上のどの部
分がタッチされているかを 0～1023の 1次元の座標として
取得することができる．本手法の実装にあたり，Arduino

によってセンサ上のタッチされた座標から，前フレームと
の差分を取得することで親指の 1 次元の指の動きを取得
することができる．取得した差分をシリアル通信を用いて
ノート PCに送信し，アプリケーション側でメニューの選
択項目の移動を制御する．

図 4 ノート PC のスペースキーとタッチパッドの間に SoftPot 触
覚位置センサを取り付けた．

5. おわりに

メニュー上のコマンド入力の新たなインタラクションの
手法を提案した．本手法のさらなる課題として，階層化メ
ニューへの対応や，選択カーソルを動かした後のキャンセ
ル操作の実現が必要である．
今後は，上記の課題を解決するとともに，実際の PCの
アプリケーションにおいて本手法を利用できるよう拡張
し，本手法の有用性を検証していく．
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